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描
く

伊
勢
物
語
の
絵
画

　

例
え
ば
、
思
い
の
た
け
を
和
歌
に
託
す
登
場
人
物
や
、
主
人
公
が
旅
す
る
見
た
こ
と
も
な
い
遠
い
場
所
。

『
伊
勢
物
語
』
の
読
者
は
ど
れ
ほ
ど
興
味
を
か
き
た
て
ら
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
か
。
十
一
世
紀
初
め
に
成
立

し
た
『
源
氏
物
語
』
に
伊
勢
物
語
絵
巻
の
記
述
が
あ
り
、『
伊
勢
物
語
』
は
成
立
後
ま
も
な
く
絵
画
化
さ

れ
鑑
賞
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
現
存
最
古
の
遺
品
は
鎌
倉
時
代
の
も
の
で
、
墨
の
繊
細
な
線
描

を
生
か
し
た
白は

く

描び
ょ
う

絵
巻
断
簡
や
、
濃
彩
で
描
か
れ
た
装
飾
的
な
絵
巻
が
伝
わ
る
。
続
く
室
町
時
代
か
ら
桃

山
時
代
に
か
け
て
は
、
場
面
選
択
や
構
図
が
共
通
す
る
二
つ
の
系
統
の
伊
勢
物
語
絵
な
ど
が
知
ら
れ
る
。

　

そ
し
て
慶
長
十
三
年
（
一
六
〇
八
）、
四
十
九
図
の
絵
入
り
豪
華
本
「
嵯
峨
本
伊
勢
物
語
」
が
初
め
て

出
版
と
い
う
形
で
世
に
出
た
。
以
後
、
伊
勢
物
語
絵
の
享
受
層
が
大
き
く
広
が
り
、
嵯
峨
本
を
踏
襲
し
た

絵
が
大
半
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
ゆ
く
。
ま
た
、
江
戸
時
代
に
は
、
俵た

わ
ら

屋や

宗そ
う

達た
つ

、
尾お

形が
た

光こ
う
り
ん琳

ら
琳
派
の

絵
師
た
ち
も
、
お
お
ら
か
で
気
品
あ
る
伊
勢
物
語
絵
の
作
品
を
多
く
制
作
し
た
。

（
大
口
裕
子
）
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5

伊
勢
物
語
図
屏
風

『
伊
勢
物
語
』
の
中
心
的
な
章
段
を
含
む
四
十
五
場
面
の
う
ち
、
概
ね
右
隻
に
前
半
の
段
、

左
隻
に
後
半
の
段
を
描
く
。
嵯
峨
本
『
伊
勢
物
語
』（
一
六
〇
八
年
）
を
踏
襲
し
つ
つ
、
風

俗
画
の
要
素
や
嵯
峨
本
以
外
の
図
様
も
取
り
込
む
。
な
お
、
主
人
公
の
装
束
は
三
種
に
大

別
さ
れ
、
一
瞥
し
て
そ
れ
と
分
か
る
。
一
つ
の
水
景
に
、
例
え
ば
第
七
段
「
か
へ
る
波
」

と
第
九
段
「
隅
田
川
」
を
配
し
て
合
理
的
な
画
面
処
理
を
行
う
一
方
、
第
九
段
「
隅
田
川
」

の
都
鳥
や
第
四
十
五
段
「
ゆ
く
蛍
」
の
蛍
な
ど
、
重
要
な
モ
テ
ィ
ー
フ
の
欠
如
も
見
ら
れ

る
。
臨
終
を
描
く
第
百
二
十
五
段
「
つ
ひ
に
行
く
道
」
が
な
い
点
、場
面
を
区
切
る
雲
や
霞
、

地
面
に
金
が
多
用
さ
れ
る
点
も
総
合
し
、
豪
商
や
町
人
層
の
慶
事
の
た
め
町
絵
師
に
よ
り

描
か
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
図
録
Ⅳ
。

（
大
口
）

﹇
九
八
―
一
〇
八
五
﹈ 〔
江
戸
中
期
〕
写

各
一
五
六
・
〇
×
三
五
六
・
〇
糎

六
曲
一
双

6

伊
勢
物
語　
嵯
峨
本
第
一
種

版
本
『
伊
勢
物
語
』
の
嚆
矢
。
角す

み
の

倉く
ら

素そ

庵あ
ん

（
一
五
七
一
〜
一
六
三
二
）
や
本ほ

ん

阿あ

弥み

光こ
う
え
つ悦

（
一
五
五
八
〜
一
六
三
七
）
ら
に
よ
っ
て
製
作
さ
れ
た
嵯
峨
本
と
呼
ば
れ
る
豪
華
な
木も

っ

活か
つ

字じ

本
の
一
つ
。
料
紙
も
さ
ま
ざ
ま
な
色
の
も
の
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
嵯
峨
本
『
伊
勢
物
語
』

は
複
数
回
に
わ
た
っ
て
刊
行
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
そ
の
最
初
の
も
の
。
本
文
、
絵
と
も
に

後
続
の
版
本
の
範
と
な
っ
た
。
慶
長
十
三
年
の
奥
書
に
「
也
足
叟
」（
中

な
か
の

院い
ん

通み
ち
か
つ勝

）
の
自
筆

花
押
が
あ
る
。
挿
絵
四
十
九
図
は
整
版
印
刷
で
、
構
図
の
多
く
は
室
町
時
代
制
作
と
さ
れ

る
小
野
家
本
や
大
英
図
書
館
本
に
近
い
（
と
も
に
『
伊
勢
物
語
絵
本
絵
巻
大
成
』
所
収
）。

図
版
に
掲
げ
た
の
は
下
巻
冒
頭
の
四
十
九
段
（
若
草
）。
こ
こ
を
境
目
と
す
る
上
下
二
分
冊

の
形
式
も
以
降
の
版
本
で
定
着
し
た
。

（
田
村
）

﹇
九
八
―
四
〇
六
﹈
慶
長
一
三
年
（
一
六
〇
八
）
刊

二
六
・
〇
×
一
八
・
六
糎 

袋
綴 

大
本
一
冊

（
存
巻
下
、
取
り
合
わ
せ
の
上
巻
は
覆
刻
整
版
本
）
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伊
勢
物
語　
嵯
峨
本
第
二
種

川
瀬
一
馬
『
増
補
古
活
字
版
の
研
究
』
に
よ
れ
ば
、本
書
は
第
二
種
本
イ
・
ロ
・
ハ
版
の
う
ち
、

イ
版
に
属
す
る
。
本
文
部
分
は
第
一
種
と
異
な
る
版
面
で
あ
る
が
、
挿
絵
は
第
一
種
の
板

木
を
用
い
て
い
る
。
図
版
に
掲
げ
た
の
は
十
二
段
（
盗
人
）
の
場
面
。
業
平
は
左
手
を
か

ざ
し
て
顔
を
隠
す
仕
草
を
見
せ
る
。
第
二
種
本
の
挿
絵
は
二
十
段
（
楓
の
紅
葉
）
に
お
け

る
匡
郭
左
上
部
分
が
欠
け
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
（
高
木
浩
明
「
古
活
字
版
伊

勢
物
語
の
世
界
」、
関
口
一
美
「
伊
勢
物
語
の
整
版
本
」（
共
に
山
本
登
朗
編
『
伊
勢
物
語

版
本
集
成
』
竹
林
舎
、
二
〇
一
一
年
所
収
））。
鉄
心
斎
文
庫
に
は
第
二
種
本
イ
版
が
上
巻

の
み
も
う
一
部
所
蔵
さ
れ
る
﹇
九
八
―
四
〇
三
﹈。
下
巻
に
第
二
種
本
ハ
版
を
配
し
た
取
り

合
わ
せ
本
で
、
富と

み
お
か
て
っ
さ
い

岡
鉄
斎
旧
蔵
。
図
録
１
・
16
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
は
こ
ち
ら
の
本
で

あ
る
。

（
田
村
）

﹇
九
八
―
五
六
一
﹈

慶
長
一
三
年
（
一
六
〇
八
）
刊

二
六
・
八
×
一
九
・
一
糎 

袋
綴 

大
本
二
冊

8

伊
勢
物
語　
嵯
峨
本
第
三
種

構
図
も
前
例
を
踏
襲
し
て
い
る
も
の
の
、
第
二
種
本
ま
で
と
異
な
り
業
平
が
刀
を
持
っ
て

い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
だ
が
、
顔
を
隠
す
仕
草
と
い
う
こ
れ
ま
で
の
業
平
図
の
ま
ま

描
き
加
え
た
た
め
に
、
右
手
は
刀
に
手
を
か
け
な
が
ら
左
手
は
鞘
も
押
さ
え
ず
に
た
だ
高

く
掲
げ
て
い
る
と
い
う
ち
ぐ
は
ぐ
な
絵
に
な
っ
て
い
る
。
手
で
顔
を
隠
す
い
か
に
も
貴
族

ら
し
い
業
平
か
ら
、
刀
を
手
に
戦
お
う
と
構
え
る
勇
ま
し
い
業
平
へ
の
読
み
の
転
換
が
見

ら
れ
る
点
で
も
興
味
深
い
。
ち
な
み
に
、
真
ん
中
の
追
手
が
右
手
に
持
つ
長
刀
の
柄
の
長

さ
も
第
二
種
ま
で
と
は
異
な
り
地
面
に
届
い
て
い
る
。
掲
出
場
面
の
ほ
か
、八
十
二
段
（
渚

の
院
）
の
挿
絵
で
は
業
平
の
前
に
置
か
れ
た
箱
に
白
抜
き
で
紅
葉
の
葉
が
描
か
れ
て
い
る

の
も
第
三
種
本
・
第
四
種
本
の
特
徴
で
あ
る
。
図
録
１
。

（
田
村
）

﹇
九
八
―
五
六
二
﹈

慶
長
一
四
年
（
一
六
〇
九
）
刊

二
六
・
九
×
一
九
・
一
糎 

袋
綴 

大
本
二
冊
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9

伊
勢
物
語　
嵯
峨
本
第
四
種

川
瀬
一
馬
の
分
類
に
よ
れ
ば
、
本
書
は
第
四
種
本
イ
・
ロ
・
ハ
版
の
う
ち
、
ハ
版
に
属
す
る
。

『
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
』
の
月
報
八
（
一
九
七
三
年
一
月
）
所
載
の
芦
澤
新
二
「
伊
勢
狂

い
」
に
は
、「
板
本
で
は
、
嵯
峨
本
の
第
一
種
、
第
二
種
、
第
三
種
が
あ
り
、
ご
く
最
近
第

四
種
本
も
加
え
ら
れ
、
別
に
古
活
字
本
が
数
点
あ
る
か
ら
一
応
の
体
は
整
っ
て
い
る
」
と

あ
る
。挿
絵
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
の
嵯
峨
本
、特
に
第
三
種
本
の
絵
を
踏
襲
す
る
も
の
の
、

第
三
種
ま
で
に
比
べ
て
草
花
や
松
の
幹
な
ど
の
描
き
方
が
雑
に
な
っ
て
い
て
、
第
三
種
本

ま
で
と
は
絵
の
技
術
に
差
が
見
ら
れ
る
。
関
口
一
美
は
第
四
種
本
の
挿
絵
の
特
徴
と
し
て
、

八
十
七
段
（
布
引
の
滝
）
の
滝
の
描
き
方
を
挙
げ
、
中
央
下
の
部
分
に
線
が
描
か
れ
て
い

な
い
こ
と
を
指
摘
す
る
。
図
録
１
。

（
田
村
）

﹇
九
八
―
五
六
九
﹈

慶
長
一
五
年
（
一
六
一
〇
）
刊

二
六
・
七
×
一
八
・
八
糎 

袋
綴 

大
本
二
冊

10

伊
勢
物
語　
覆ふ

っ

刻こ
く

整せ
い

版は
ん

下
巻
の
挿
絵
の
う
ち
六
図
に
彩
色
が
施
さ
れ
て
い
る
。
嵯
峨
本
を
被
せ
彫
り
に
し
た
も
の

で
、
色
変
わ
り
の
料
紙
な
ど
嵯
峨
本
に
よ
く
似
た
作
り
の
本
も
多
い
。
整
版
『
伊
勢
物
語
』

の
嚆
矢
。
本
書
は
奥
書
の
一
致
な
ど
か
ら
慶
長
十
三
年
刊
行
の
第
二
種
本
イ
版
を
覆
刻
し

た
も
の
と
さ
れ
る
が
、
嵯
峨
本
に
見
ら
れ
る
「
也
足
叟
」（
中
院
通
勝
）
の
自
筆
花
押
は
覆

刻
整
版
本
に
は
な
い
。
ま
た
、
図
版
の
業
平
は
帯
刀
し
て
お
り
、
第
三
種
本
も
し
く
は
第

四
種
本
か
ら
の
影
響
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
の
当
該
場
面
に
比
べ
て
、
本
図
は
刀
が
曲

が
っ
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
こ
れ
は
他
と
異
な
り
刀
が
袖
の
上
を
通
る
と
い
う
不

自
然
な
描
き
方
を
し
た
た
め
で
あ
る
。
覆
刻
整
版
本
の
み
に
見
ら
れ
、
嵯
峨
本
と
区
別
す

る
簡
単
な
指
標
と
な
る
。
谷た

に
も
り
よ
し
お
み

森
善
臣
旧
蔵
。

（
田
村
）

﹇
九
八
―
四
〇
四
﹈

〔
江
戸
初
期
〕
刊

二
六
・
四
×
一
八
・
六
糎 

袋
綴 

大
本
合
一
冊
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伊
勢
物
語　
奈
良
絵
本

江
戸
前
期
、
寛
文
・
延
宝
（
一
六
六
一
〜
八
一
）
頃
に
は
奈
良
絵
本
・
絵
巻
と
呼
ば
れ
る

極
彩
色
の
本
が
多
く
製
作
さ
れ
た
。
装
訂
や
料
紙
も
豪
華
で
、
嫁
入
り
本
・
棚
飾
り
本
と

し
て
用
い
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。『
伊
勢
物
語
』
に
関
し
て
は
そ
の
多
く
が
嵯
峨
本
の
影

響
下
に
あ
る
と
見
ら
れ
、
本
書
も
ま
た
本
文
・
挿
絵
と
も
に
嵯
峨
本
に
極
め
て
近
い
。
版

本
に
基
づ
い
て
写
本
が
製
作
さ
れ
る
事
例
と
言
え
る
。
絵
は
第
一
冊
に
二
十
一
図
、
第
二

冊
に
十
四
図
、
第
三
冊
に
十
四
図
の
計
四
十
九
図
で
、
嵯
峨
本
の
挿
絵
の
数
と
一
致
す
る
。

図
版
に
は
嵯
峨
本
各
種
と
同
じ
場
面
を
掲
出
し
た
が
、
本
書
の
挿
絵
は
刀
を
持
っ
て
お
り
、

少
な
く
と
も
こ
の
挿
絵
に
関
す
る
か
ぎ
り
、
嵯
峨
本
の
中
で
も
特
に
第
三
種
本
以
降
の
影

響
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。
図
録
12
。

（
田
村
）

﹇
九
八
―
二
二
一
﹈

〔
寛
文
頃
〕
写

二
三
・
三
×
一
六
・
八
糎 

列
帖
装
三
帖

12

伊
勢
物
語　
葛く

ず

岡お
か

宣の
ぶ

慶よ
し

筆

江
戸
時
代
前
期
の
歌
人
葛
岡
宣
慶

（
一
六
二
九
〜
一
七
一
七
）
に
よ
る

書
写
。
奥
書
に
は
、
あ
る
人
の
懇
望

に
よ
り
五
月
に
書
写
を
終
え
た
こ
と

が
記
さ
れ
る
。
書
写
年
は
記
載
が
な

い
。
宣
慶
が
書
き
写
し
た
『
伊
勢
物

語
』
は
数
点
現
存
し
て
お
り
、
鉄
心

斎
文
庫
に
は
七
点
が
備
わ
る
。
そ
の

う
ち
の
二
点
が
絵
入
り
本
で
あ
る
。

本
書
は
淡
彩
三
十
九
図
の
挿
絵
を
持

つ
。
嵯
峨
本
な
ど
先
行
す
る
絵
入
り

版
本
の
影
響
が
見
ら
れ
る
が
、
人
物

の
数
が
減
少
し
、
描
写
も
パ
タ
ー
ン

化
す
る
な
ど
、
全
体
を
通
じ
て
簡
略

な
描
写
と
な
っ
て
い
る
。
金
地
に

花
々
や
蝶
を
描
い
た
見
返
し
を
持
つ

な
ど
、
嫁
入
り
本
と
し
て
仕
立
て
ら

れ
た
可
能
性
が
高
い
。
図
録
３
。

（
藤
島
）

﹇
九
八
―
一
〇
四
﹈

〔
江
戸
前
期
〕
写

一
六
・
六
×
一
八
・
三
糎 

列
帖
装
一
帖
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伊
勢
物
語　
葛
岡
宣
慶
筆

12
と
同
じ
く
葛
岡
宣
慶
の
奥
書
を
持

つ
絵
入
り
本
。
三
月
上
旬
に
書
写

し
た
こ
と
を
記
す
。
本
書
は
挿
絵

四
十
八
図
を
本
文
と
無
関
係
に
冊
子

の
な
か
ば
に
ま
と
め
て
置
く
の
が
特

徴
。
こ
れ
は
、
冊
子
を
作
る
際
に
、

本
文
を
書
い
た
括く

く

り
（
紙
を
重
ね
て

折
っ
た
も
の
）
に
絵
の
括
り
を
挟
み

こ
ん
で
綴
じ
た
た
め
で
あ
る
。
承
応

三
年
（
一
六
五
四
）
に
京
で
刊
行
さ

れ
た
瀟
洒
な
絵
入
り
本
（
小
本
二

冊
、
山
田
市
良
兵
衛
版
）
と
挿
絵
の

数
が
一
致
す
る
ほ
か
、
構
図
に
も
共

通
点
が
あ
り
、
影
響
関
係
を
う
か
が

わ
せ
る
。
挿
絵
を
紙
面
の
下
方
に
配

し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
上
方
に
文
字

を
書
く
こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
の

こ
と
と
思
わ
れ
る
。（
藤
島
綾
「
葛

岡
宣
慶
と
伊
勢
物
語
」、
国
際
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
「
絵
入
り
本
と
日
本
文

化
」〈
絵
入
本
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
Ⅸ
〉、

二
〇
一
六
年
十
二
月
）。
図
録
１
。

（
藤
島
）

﹇
九
八
―
一
〇
二
﹈

〔
江
戸
前
期
〕
写

一
五
・
九
×
一
七
・
四
糎 

列
帖
装
一
帖

14

伊
勢
物
語
画
帖

台
紙
の
表
に
五
紙
、
裏
に
六
紙
、
合
計
十
一
紙
を
貼
っ
て
画
帖
に
仕
立
て
た
も
の
。
紙
の

大
き
さ
は
約
一
四
・
五
×
一
七
・
二
糎
。
そ
れ
ぞ
れ
を
八
十
七
、九
、四
、八
十
一
、五
段
／

八
十
七
、七
十
一
、二
十
二
、二
十
、二
十
三
、九
段
の
順
に
貼
付
す
る
。
各
紙
下
方
に
絵
を
描

き
、
上
方
に
対
応
す
る
文
章
を
記
し
、
同
時
に
両
方
を
鑑
賞
で
き
る
紙
面
と
な
っ
て
い
る
。

文
章
は
ほ
ぼ
伊
勢
物
語
本
文
と
一
致
す
る
が
、
長
く
な
る
場
合
は
要
約
し
て
い
る
。
た
だ

し
、
ど
の
場
合
も
必
ず
和
歌
が
書
か
れ
て
お
り
、
そ
の
字
配
り
に
工
夫
が
見
ら
れ
る
の
が

特
徴
で
あ
る
。
絵
は
す
べ
て
構
図
が
13
の
挿
絵
と
似
て
お
り
、
共
通
の
粉ふ

ん
ぽ
ん本

（
絵
の
手
本
）

に
基
づ
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

（
藤
島
）

﹇
九
八
―
三
八
二
﹈

〔
江
戸
前
期
〕
写

一
九
・
〇
×
二
二
・
五
糎 

折
帖
一
帖
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15

伊
勢
物
語
絵
巻

十
二
枚
の
縦
長
の
画
面
を
繋
い
だ
絵
巻
で
、
上
部
に
余
白
を
と
り
、
そ
の
場
面
の
和
歌
を

一
首
か
二
首
散
ら
し
書
き
す
る
。
墨
を
主
と
す
る
白
描
で
、
彩
色
は
唇
に
朱
を
置
く
程
度
。

モ
ノ
ト
ー
ン
の
画
面
に
刷
か
れ
た
金
泥
が
瀟
洒
な
趣
を
添
え
る
。
図
様
は
嵯
峨
本
と
基
本

的
に
共
通
す
る
が
、人
物
の
配
置
を
変
え
た
り
景
物
を
足
す
場
合
も
あ
る
。人
物
表
現
に
は
、

岩い
わ

佐さ

又ま
た

兵べ

衛え

（
一
五
七
八
〜
一
六
五
〇
）
の
豊
頬
長
顎
や
躍
動
感
あ
る
画
風
の
名
残
が
認

め
ら
れ
る
。
場
面
は
初
段
「
春
日
の
里
」、第
五
段
「
関
守
」、第
六
段
「
芥
川
」、第
九
段
「
宇

津
の
山
」、
同
「
富
士
の
山
」、
同
「
隅
田
川
」、
第
十
二
段
「
武
蔵
野
」、
第
二
十
二
段
「
千

夜
を
一
夜
に
」、
第
二
十
三
段
「
筒
井
筒
」、
同
「
立
田
越
え
」、
第
五
十
段
「
行
く
水
に
数

か
く
」、
第
百
六
段
「
龍
田
川
」。
図
録
19
。

（
大
口
）

﹇
九
八
―
一
〇
八
〇
﹈

〔
江
戸
中
期
〕
写

二
九
・
八
×
二
六
六
・
二
糎 

巻
子
装
一
軸

16

伊
勢
物
語
絵
巻

巻
頭
に
「
伊
勢
物
語
第
四
」
の
墨
書
が
あ
り
、
本
来
は
五
巻
か
六
巻
の
絵
巻
と
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
流
麗
な
詞
書
は
、
第
六
十
九
段
か
ら
第
八
十
五
段
の
途
中
ま
で
で
、
七
段
分
の

絵
は
最
後
を
除
き
詞
書
該
当
部
分
の
後
に
そ
れ
ぞ
れ
続
く
。
内
訳
は
、
第
六
十
九
段
「
君

や
来
し
」、第
七
十
一
段
「
神
の
斎
垣
」、第
八
十
段
「
衰
へ
た
る
家
の
藤
」、第
八
十
一
段
「
塩

釜
」、
第
八
十
二
段
「
渚
の
院
の
桜
」、
第
八
十
三
段
「
小
野
の
庵
へ
参
る
」。
そ
し
て
最
後

は
第
八
十
七
段
「
布
引
の
滝
」
と
考
え
ら
れ
る
。
濃
彩
で
絵
の
上
下
に
金
の
切
箔
を
蒔
く

華
や
か
な
絵
巻
。
嵯
峨
本
の
図
様
に
則
り
な
が
ら
、
人
物
を
演
劇
的
に
描
き
、
第
八
十
三

段
で
水
面
を
凍
ら
せ
る
な
ど
、
自
然
描
写
に
も
新
味
を
出
す
。
詞
書
料
紙
に
も
金
銀
泥
の

下
絵
が
施
さ
れ
る
。
図
録
19
。

（
大
口
）

﹇
九
八
―
二
四
二
﹈

〔
江
戸
前
期
〕
写

三
〇
・
八
×
一
一
一
八
・
一
糎 

巻
子
装
一
軸
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17

伊
勢
物
語

上
部
に
段
序
を
表
記
し
、
和
歌
の
頭
に
「
万
葉
」「
古
今
」
な
ど
の
出
典
を
示
す
ほ
か
、
行

間
に
天て

ん

福ぷ
く

本ぼ
ん

の
勘
物
（
注
記
）
を
付
す
な
ど
、
明
暦
元
年
（
一
六
五
五
）
本
に
共
通
す
る
。

挿
絵
も
嵯
峨
本
の
構
図
を
踏
襲
し
つ
つ
も
、「
か
す
が
の
み
さ
と
」「
み
か
わ
の
国
八
は
し
」

な
ど
場
所
を
注
記
す
る
点
や
、上
巻
十
四
図
、下
巻
十
六
図
、計
三
十
図
に
省
略
す
る
点
な
ど
、

明
暦
元
年
本
を
受
け
継
ぐ
。
朱
の
異
本
注
記
書
入
れ
あ
り
。「
寛
文
二
年
壬
寅
仲
春
下
旬
開

板
」
の
刊
記
が
あ
る
が
、
版
元
は
不
明
（
い
ず
れ
京

き
ょ
う

版ば
ん

か
）。
寛
文
二
年
本
は
何
度
も
後こ

う

印い
ん

本ぼ
ん

が
出
る
ほ
ど
人
気
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
明
治
印
本
も
知
ら
れ
る
。
図
録
２
。

（
恋
田
）

﹇
九
八
―
四
二
〇
﹈

寛
文
二
年
（
一
六
六
二
）
刊

二
六
・
八
×
一
八
・
三
糎 

袋
綴 

大
本
二
冊

18

伊
勢
物
語
頭
書
抄

坂ば
ん

内な
い

山さ
ん

雲う
ん

子し

編
、
菱ひ

し

川か
わ

師も
ろ

宣の
ぶ

画
。
坂
内
直な

お
よ
り頼

（
一
六
四
六
〜
一
七
一
七
）
に
よ
る
伊
勢
物

語
の
俗
解
書
。
延
宝
二
年
刊
『〈
頭
書
／
新
抄
〉
伊
勢
物
語
』
の
改
題
江
戸
版
で
、
本
文
挿

絵
と
も
版
木
を
新
刻
し
た
も
の
。
完
存
す
る
原げ

ん
だ
い
せ
ん

題
簽
「〈
新
／
板
〉
伊
勢
物
語
頭
書
抄
〈
絵

入
／
読
曲
〉
上
」
も
い
か
に
も
江
戸
版
の
面
持
ち
。
本
文
の
刷
り
は
極
上
。
刊
記
「
延
宝

七
歳
己
未
三
月
吉
日
／
松
会
開
板
」
の
前
に
は
「
絵
師
／
菱
川
吉
兵
衛
」
と
刻
さ
れ
、
挿

絵
が
菱
川
師
宣
（
？
〜
一
六
九
四
）
に
よ
る
こ
と
を
明
記
し
て
あ
る
点
も
注
意
さ
れ
る
。

大
島
雅ま

さ

太た

郎ろ
う

・
小お

汀ば
ま

利と
し

得え

旧
蔵
。『
伊
勢
物
語
版
本
集
成
』
に
影
印
を
収
載
。
本
書
に
は
、

刊
年
を
削
去
し
た
後
印
本
が
あ
る
ほ
か
、
さ
ら
に
本
文
挿
絵
と
も
版
木
を
新
刻
し
た
貞
享

二
年
刊
『〈
首
書
／
新
抄
〉
伊
勢
物
語
』
が
あ
り
、こ
ち
ら
は
奥
に
「
京
絵
師　

吉
田
定
吉
」

と
あ
っ
て
か
の
吉よ

し

田だ

半は
ん

兵べ

衛え

の
画
事
と
知
ら
れ
る
。
図
録
２
。

（
神
作
）

﹇
九
八
―
五
七
四
﹈

延
宝
七
年
（
一
六
七
九
）
刊

二
七
・
一
×
一
八
・
九
糎 

袋
綴 

大
本
三
冊
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19

伊
勢
物
語
大
成

苗な

村む
ら

松し
ょ
う

軒け
ん

編
、
絵
師
未
詳
〔
吉
田
半
兵
衛
風
〕。
松
軒
は
、
元
禄
六
年
刊
『〈
頭
／
書
〉
百

人
一
首
絵
抄
』（
吉
田
半
兵
衛
画
、
未
見
）
も
編
む
と
い
う
が
、
伝
未
詳
。
ち
な
み
に
、
近お

う

江み
の

国く
に

蒲が

生も
う

郡ぐ
ん

苗な

村む
ら

（
現
滋
賀
県
竜
王
町
）
を
本ほ

ん

貫が
ん

と
し
、『
徒
然
草
絵
抄
』（
元
禄
四
年
刊
）、

『
伊
勢
物
語
絵
抄
』（
元
禄
六
年
刊
）
な
ど
を
も
の
し
た
仮
名
草
子
作
者
の
苗な

村む
ら

丈じ
ょ
う

伯は
く

（
生

没
年
未
詳
、
彦
根
藩
儒
医
）
は
別
人
と
思
し
い
〈『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』「
苗
村
丈
伯
」

（
市
古
夏
生
執
筆
）〉。
原
題
簽
「
伊
勢
物
語
大
成
〈
百
人
一
首
絵
抄
／
三
十
六
哥
仙
／
六
歌

仙

ニ
評
〉
上
（
中
・
下
）」
完
存
。
刊
記
「
元
禄
十
歳
丑
五
月
吉
祥
日
／
洛
陽
書
堂
／
吉

田
三
郎
兵
衛
／
浅
見
吉
兵
衛
／
山
口
茂
兵
衛
」。
版
面
は
、伊
勢
物
語
の
本
文
（
傍
注
付
き
）

と
挿
絵
を
主
と
し
、
上
段
に
は
百
人
一
首
ほ
か
の
絵
抄
を
載
せ
て
賑
や
か
。
図
録
２
。

（
神
作
）

﹇
九
八
―
四
五
三
﹈

元
禄
一
〇
年
（
一
六
九
七
）
刊

二
六
・
六
×
一
九
・
〇
糎 

袋
綴 

大
本
三
冊

20

絵
入
伊
勢
物
語

浄
瑠
璃
の
六
段
本
（
浄
瑠
璃
は
多
く
が
六
段
構
成
で
、
そ
の
セ
リ
フ
や
語
り
を
収
め
た
絵

入
本
は
六
段
本
と
呼
ば
れ
た
）
を
模
し
た
本
。
本
文
は
細
字
で
わ
ず
か
十
九
丁
半
に
び
っ

し
り
と
詰
め
込
ま
れ
、
絵
は
本
文
か
ら
離
れ
て
四
つ
の
見
開
き
に
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る

章
段
の
場
面
を
ま
と
め
る
。
例
え
ば
最
初
の
絵
は
、
一
段
の
「
春
日
の
里
」
を
背
景
に

二
十
三
段
の
「
河
内
越
」
を
同
一
構
図
中
に
描
き
、
画
中
に
「
か
す
か
の
里
」「
な
り
ひ
ら

か
は
ち
通
ひ
」
な
ど
、
場
面
や
人
物
名
を
注
記
す
る
。
同
見
開
き
左
端
に
「
画
工
近こ

ん

藤ど
う

清き
よ

春は
る

筆
」
と
あ
る
。
清
春
（
生
没
年
未
詳
）
は
宝
永
〜
享
保
年
間
の
活
動
が
知
ら
れ
る
初
期

浮
世
絵
版
画
の
絵
師
で
、
他
に
地
誌
、
地
図
の
編
纂
を
手
が
け
、
赤
本
の
作
例
も
多
い
。

そ
の
絵
は
鳥
居
派
の
画
風
を
示
す
が
、画
系
は
不
明
。
江
戸
・
う
ろ
こ
か
た
や
版
。
図
録
２
。

（
谷
川
）

﹇
九
八
―
五
四
三
﹈

享
保
一
四
年
（
一
七
二
九
）
刊

一
八
・
一
×
一
二
・
八
糎 

袋
綴 

中
本
一
冊
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21

改
正
伊
勢
物
語

「
延
享
四
丁
卯
歳
暮
／
書
林
／
寺
町
通
二
条
下
ル
町
／
吉
野
屋
藤
兵
衛
版
」
の
原
刊
記
な

ら
び
に
、
同
年
夏
林
鐘
望
月
の
跋ば

つ

を
具
備
し
、
な
お
同
年
菊
月
の
竹
川
藤
兵
衛
・
柏
原
屋

清
右
衛
門
・
吉
野
家
藤
兵
衛
三
肆
の
奥
付
を
持
つ
。
絵
師
の
西に

し
か
わ川

祐す
け
の
ぶ信

（
一
六
七
一
〜

一
七
五
〇
）
は
京
都
で
活
躍
し
、
版
本
と
肉
筆
画
の
両
面
で
人
気
を
博
し
た
上
方
浮
世
絵
の

第
一
人
者
。
古
典
文
学
を
題
材
に
し
た
版
本
の
挿
絵
を
当
世
風
に
描
く
こ
と
で
祐
信
が
古
典

の
大
衆
化
に
果
た
し
た
役
割
は
大
き
い
。
本
書
で
も
人
物
の
ポ
ー
ズ
と
表
情
は
浮
世
絵
を
思

わ
せ
、
特
に
女
性
の
立
ち
姿
は
即
座
に
美
人
図
を
想
起
さ
せ
る
。
挿
絵
は
対
応
す
る
本
文
と

離
れ
て
位
置
し
、
絵
と
し
て
の
独
立
性
が
高
い
。
祐
信
人
気
は
死
後
も
衰
え
ず
そ
の
絵
本
類

は
版
を
重
ね
、
上
方
・
江
戸
を
問
わ
ず
多
く
の
絵
師
に
影
響
を
与
え
た
。
図
録
１
。（
谷
川
）

﹇
九
八
―
四
九
四
﹈

延
享
四
年
（
一
七
四
七
）
刊

二
八
・
二
×
一
九
・
五
糎 

袋
綴 

大
本
二
冊

22

絵
入
伊
勢
物
語

奥
に
あ
る
「
画
工　

月つ
き

岡お
か

丹た
ん

下げ

」
は
大
坂
の
浮
世
絵
師
・
月
岡
雪せ

っ
て
い鼎

（
一
七
二
六
〜
八
六
）

の
こ
と
。
肉
筆
美
人
画
で
人
気
を
得
た
が
、
画
業
の
初
期
に
は
西
川
祐
信
の
後
継
者
と
し

て
祐
信
風
の
版
本
を
手
が
け
た
。
本
書
に
も
そ
の
傾
向
が
明
ら
か
な
一
方
、
独
自
の
図
様

も
注
目
さ
れ
る
。
第
百
六
段
「
竜
田
川
」
で
は
、
一
般
に
男
は
く
つ
ろ
い
だ
狩か

り

衣ぎ
ぬ

姿
に
描

か
れ
る
。
と
こ
ろ
が
本
書
で
は
正
装
し
た
武
官
の
姿
で
、こ
れ
は『
百
人
一
首
』な
ど
で「
ち

は
や
ぶ
る
」
の
一
首
に
添
え
て
描
か
れ
る
、
当
時
よ
く
知
ら
れ
た
歌か

仙せ
ん

業
平
の
図
像
で
あ

る
（
山
本
登
朗
「
伊
勢
物
語
版
本
の
世
界
」『
伊
勢
物
語
版
本
集
成
』
竹
林
舎
、
二
〇
一
一

年
）。
和
歌
を
介
し
て
『
伊
勢
物
語
』
と
歌
仙
絵
の
図
様
が
重
な
る
お
も
し
ろ
さ
が
意
図
さ

れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
大
坂
・
柏
原
屋
与
左
衛
門
版
。
図
録
１
。

（
谷
川
）

﹇
九
八
―
五
〇
六
﹈

宝
暦
六
年
（
一
七
五
六
）
刊

二
六
・
七
×
一
八
・
七
糎 

袋
綴 

大
本
二
冊
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23

新
板
伊
勢
物
語

巻
末
の
刊
記
に
よ
れ
ば
、
文
字
の
版
下
お
よ
び
挿
絵
は
下し

も

河こ
う

辺べ

拾し
ゅ
う

水す
い

（
生
没
年
未
詳
）
に
よ

る
。
明
和
か
ら
寛
政
（
一
七
六
四
〜
一
八
〇
一
）
頃
京
都
で
の
活
躍
が
知
ら
れ
る
。
滑
稽
本
、

狂
歌
本
、
往
来
物
な
ど
様
々
な
版
本
の
挿
絵
を
手
が
け
、
特
に
武
者
絵
に
優
れ
た
。
西
川
祐

信
風
の
美
人
を
描
く
が
、
師
弟
関
係
は
不
明
。
十
八
世
紀
以
降
の
『
伊
勢
物
語
』
版
本
挿
絵

は
そ
れ
ま
で
に
比
べ
人
物
を
大
き
く
描
く
傾
向
に
あ
る
が
、
本
書
の
絵
は
特
に
視
点
を
近
く

と
っ
て
、
物
語
に
関
わ
る
景
物
の
描
写
を
最
小
限
に
抑
え
、
人
物
を
表
情
豊
か
に
描
く
。
第

二
十
三
段
「
河
内
越
」
は
、
女
の
浮
気
を
疑
い
、
出
か
け
る
と
偽
り
隠
れ
て
の
ぞ
き
見
る
男

を
描
く
。
通
常
左
に
描
か
れ
る
女
は
大
胆
に
ト
リ
ミ
ン
グ
さ
れ
、
自
分
を
思
っ
て
待
つ
女
を
見

た
男
の
意
外
そ
う
な
表
情
が
印
象
的
で
あ
る
。
大
坂
・
海
部
屋
勘
兵
衛
版
。
図
録
１
。（
谷
川
）

﹇
九
八
―
五
一
一
﹈

明
和
四
年
（
一
七
六
七
）
刊

二
五
・
九
×
一
八
・
二
糎 

袋
綴 

大
本
二
冊

24

天
明
新
版
伊
勢
物
語

同
時
期
の
『
伊
勢
物
語
』
版
本
に
は
浮
世
絵
師
に
よ
る
当
世
風
の
挿
絵
が
多
い
中
で
、
本

作
は
画
面
に
引
か
れ
た
霞
、
引ひ

き

目め

鉤か
ぎ

鼻は
な

の
面
貌
な
ど
、
古
風
な
特
徴
を
見
せ
る
。
静
的
な

人
物
の
描
写
や
視
点
を
引
い
た
構
図
は
一
見
嵯
峨
本
を
思
わ
せ
る
が
、
十
八
図
あ
る
絵
の

場
面
選
択
や
図
様
に
は
、
嵯
峨
本
と
の
差
異
が
目
立
つ
。
刊
記
に
あ
る
「
画
工　

土
佐
家

門
人
」
に
つ
い
て
は
未
詳
だ
が
、
場
面
選
択
や
図
様
は
先
行
す
る
土
佐
・
住
吉
派
作
例
に

通
じ
、
こ
の
絵
師
が
土
佐
派
系
統
の
粉
本
に
接
し
た
可
能
性
は
あ
る
だ
ろ
う
。
例
え
ば
九

段
「
富
士
の
山
」
で
武
官
風
の
装
束
を
つ
け
て
立
つ
男
の
図
様
は
珍
し
く
（
多
く
は
騎
乗

姿
）、
こ
れ
は
土と

佐さ

光み
つ

茂も
ち

筆
と
さ
れ
る
鉄
心
斎
文
庫
旧
蔵
の
画
帖
や
、
住す

み
よ
し吉

如じ
ょ
け
い慶

作
例
と
共

通
す
る
。
京
都
・
山
田
屋
卯
兵
衛
、
黄
錦
屋
義
助
版
。
図
録
16
。

（
谷
川
）

〔
九
八
―
五
二
一
﹈

天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
刊

二
五
・
五
×
一
八
・
八
糎 

袋
綴 

大
本
二
冊



28

25

伊
勢
物
語
図
会

市い
ち
お
か岡

猛た
け
ひ
こ彦

校
、
法ほ

っ

橋き
ょ
う

玉ぎ
ょ
く

山ざ
ん

画
。
伊
勢
物
語
版
本
の
な
か
で
挿
絵
の
数
が
最
も
多
い
本
。

挿
絵
百
四
十
図
は
、
伝
統
的
な
伊
勢
物
語
絵
に
基
づ
く
も
の
、
物
語
に
拠
っ
て
場
面
を

新
た
に
描
い
た
も
の
、
和
歌
の
内
容
を
図
示
し
た
も
の
な
ど
多
様
な
描
写
を
持
つ
。
絵

師
に
つ
い
て
は
序
文
に
「
名
に
た
か
き
難
波
人
法
橋
玉
山
」
と
あ
り
、
岡
田
玉
山
（
？

〜
一
八
〇
八
）
か
。
本
文
を
対
校
し
て
頭
注
を
加
え
た
市
岡
猛
彦
（
一
七
八
一
？
〜

一
八
二
七
）
は
尾
張
藩
士
。
国
学
を
本も

と
お
り居

宣の
り
な
が長

・
春は

る
に
わ庭

に
学
び
、
尾
張
鈴す

ず
の
や屋

学
派
の
中
心

的
存
在
だ
っ
た
。
文
政
六
年
に
序
を
記
し
、
文
政
八
年
に
江
戸
・
大
坂
・
京
・
名
古
屋
の

書
肆
六
肆
よ
り
刊
行
さ
れ
た
。
こ
れ
が
江
戸
時
代
最
後
の
伊
勢
物
語
絵
入
り
本
の
刊
行
と

な
っ
た
。
図
録
２
。

（
藤
島
）

﹇
九
八
―
九
一
一
﹈

文
政
八
年
（
一
八
二
五
）
刊

二
六
・
〇
×
一
八
・
二
糎 

袋
綴 

大
本
三
冊

26

業
平
涅ね

槃は
ん

図　
山や

ま
ざ
き崎
龍り

ゅ
う

女じ
ょ

筆

在
原
業
平
の
死
を
釈し

ゃ
か迦

の
涅
槃
に
見
立
て
た
肉
筆
浮
世
絵
。
絹け

ん
ぽ
ん本

着
色
。
法ほ

う

然ね
ん

や
日に

ち
れ
ん蓮

、

芭ば

蕉し
ょ
うや

歌
舞
伎
役
者
な
ど
高
僧
や
著
名
人
を
釈
迦
に
置
き
換
え
、
江
戸
時
代
に
盛
行
し

た
「
変
わ
り
涅
槃
図
」
の
ひ
と
つ
（
信
多
純
一
「
変
り
涅
槃
図
考
」『
に
せ
物
語
絵
―
絵

と
文
・
文
と
絵
―
』
平
凡
社
、
一
九
九
五
年
）。「
山
崎
氏
龍
女
印
」
の
落ら

っ
か
ん款

か
ら
、
山
崎

龍
女
（
生
没
年
未
詳
）
の
筆
と
判
断
さ
れ
る
。
構
図
や
描
写
な
ど
は
英

は
な
ぶ
さ

一い
っ

蝶ち
ょ
う（

一
六
五
二

〜
一
七
二
四
）
筆
「
業
平
涅
槃
図
」
と
共
通
し
、
直
接
参
考
に
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、
一

蝶
の
図
像
を
反
転
さ
せ
た
り
、
女
性
や
動
物
を
増
や
す
な
ど
龍
女
独
自
の
工
夫
も
見
え
る
。

附
属
の
木
箱
に
山さ

ん
と
う東

京き
ょ
う

伝で
ん

と
京

き
ょ
う

山ざ
ん

の
享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）
の
箱
書
が
あ
り
、
こ
の
絵

を
享
保
（
一
七
一
六
〜
三
六
）
初
め
の
作
と
推
定
し
て
い
る
。
龍
女
は
旗
本
同
心
山
崎
文

右
衛
門
の
娘
で
、女
性
浮
世
絵
師
と
し
て
享
保
期
に
活
躍
し
た
。
岸き

し

田だ

劉り
ゅ
う

生せ
い

旧
蔵
。
図
録
Ⅳ
。

（
恋
田
）

﹇
九
八
―
一
〇
八
四
﹈

〔
江
戸
中
期
〕
写

七
四
・
一
×
三
七
・
四
糎 

軸
装
一
幅


